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〈中国 語 と 日本 語 の 比 較 対 照>
接 尾 辞"的"と 中 国 語
岸 陽 子
日本語は漢字 とい う中国語 と共通の文字 をもち,ま た語にも中国語と共
通のものがかな りある。中国人に 日本語 を教える場合には,当 然歴史的に
形成された両国語の特殊 な関係を利用して学習能率 をあげることができる
はずである。ただしそのためには有効な方法が模索されなけれ ば な らな
い。ただ安易に共通要素に依存するだけでは・逆に 目本語の正しい習得を
さまたげる結果にな りかねない。 日中両国謬の特殊な関係を利用 して学習
効果をあげるためには,ま ず 日本語と語系を異にす る中国語の特性をあき
らかにし,両 者の構造のちがいをつかんでおく必要がある。このような観
点から,第 一回日本語教育公開講座では,中 国語 とはどのような構造をも
目つ言語かとい うことを日本語との対比において概説 した。その うえで,両
国語の特殊な関係 を,目 本語教育の場でいかに利用 しうるかとい うことの
一つの例として,日 本語の接尾辞"的"と 中国語の助詞"的"を とりあ
げ,接 尾辞"的"の 教えかたについて私見をのぺた。本論はその うちの











す語の統称で,名 詞 ・動詞 ・形容詞などの実体をあ らわす語をさすo虚 辞
とは文法成分をなす諾の統称で,実 辞に付属 して譜と語の関係,あ るいは







この うち1とIIに 用いられる"的"を 構造助詞 とい い,1∬ を語気助
詞 とい う・中国語の構造助詞は宋代の口語にすでにみ られるが,当 時にお
いては 「底」と 「地」にわかれていた。発音にも清濁のちがいがあ り,「底」
は端母(t一〉,「地」は定母(d一)で あった。また機能の面でも 「底Jは 形
容詞的修飾語につき,「 地Jは 副詞的修飾語について両者の役割ははっき
りと区別されていた。やがて近世において清濁の区別が失なわれると鴨 」
も 「地」も同音とな り,し かもこの二つの文宇は実辞をあ らわすことばと
しても常用されていたgで 符号として用いるのに不便であった。そこで元
代のころか ら,単 独ではあまり健われない"的"を 構造助詞として用いる
よ うになったのである。ただ し従来 「地」をつけて用いられていたことば
は 「地」を固定 したまま継承されたので 「的」に代用されることなく,した
がって元代以後は 「的」 と 「地」が混用されていた。五四時代の 口語は旧
口語を模範 としたのでこの混用はそのままひきつがれた。そこで,五 四時
代に 「底`「地」「的」の用法を確定 しようとするこころみがなされた。 し
か しr地 」を副詞的修飾語に用いるとい う点では意見の一致をみたが,r底 」
と 「的」に関 しては意見が一致せず,そ の後長い間混乱が続いた。現在で
はr底 」は廃止され・r的」 と 「地」の二つを構造助言司として用いている。









定語とは体言を修飾する場合の修飾語 をさし,状 況語 とは用言を修飾する
場合の修飾語をさす。そしていずれの場合にも修館される語を中心語 とい
う。限定語 ・状況語はともに中心語の前におかれ,多 くの場 合 構 造助 詞
"的"を つけて修飾 ・被修飾の関係 をしめす。ただ し現在の書きことばで




修飾語が限定語の揚合には,修 飾 ・被修飾の関係は原則 として"的77に
よってあらわされる."的"を とらない揚合もあるが,そ の場合は本来二
語であるものが緊密に結合 した結果,も はや一語として意識 されていると
思われる。
〔1〉限定語が名詞,代 名詞の場合





我 的 書(わ た しの本)〔 所 有 〕
w6deshO
北 京 市 革 命 委 員 会 的 委 員(北 京 市 革 命
B∈ijingshig6mingwるiyu蝕h亡idew益iyu白n
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(ハ〉 委 員 会 の委 員)[所 属1
(二)農 村 的 大 躍 進(農 村 に お け る大 躍 進)[一 に お け るI
n6ngch丘ndedayuもjin
(ホ)科 学 的 概 念(科 学 とい う概 念 〉1～ とい う1・
kδxu6de9ゑiniゑn
"的"に は 体 言 構 造 をつ くる は た ら きが あ り
,上 の 用 例 の うち所 有
お よび 所 属 関係 を あ らわ す 場 合 に は 修 節 され る名 詞 が しば し ば省 略 さ
れ る。 こ の点 は 日本 語 の"の7'の は た らき に似 て い る 。ま た,た と え
ば 英 文 報(英 語 の新 聞)な どの よ うに 本 来 修 飾 関 係 にあ る二 語
y重ngw6nbゑo
が 緊 密 に結 合 して名 詞 と して 熟 して い る場 合,あ るい は,我 父 親(わ
w6fOqin
た しの父 〉な どの よ うに 修飾 語 と被 修 飾 語 が 内容 的 に密 接 な関 係 を も
つ 場 合 には"的"は は ぶ か れ る 。 これ らの 場 合 は いず れ も本 来 修 飾 関
係 に あ る二 語 が一 語 と して 意識 され て い る とい え よ う。
(2)限 定 語 が 形 容 詞 の 場 合
単 音 節 の形 容詞 の場 合 は ふ つ う"的"を と らな い が,こ れは や は り
一 語 と して意 識 さ れ て い るた め と思 わ れ る
。 白い 紙 の こ とを 中国 語 で
は 白 紙 とい うが,白 い方 の紙 とい うよ うに 両 者 の関 係 を確 認 す る よ
b会izhi
うな 気 持 で い う場 合 には,や は り κ的"を 加 え て 白 的 紙 と表 現 す
bゑidezhi






(イ)俣 好 的 字 典(と て も よい 字 典 〉[程 度 を あ らわ す 副 詞 が 単音
h6nh蕊odez立di五n
節 の 形 容 詞 を修 節 して い る】
(ロ)干 浄 的 手 絹 几(き れ い なハ ンカ チ)1二 音 節 の形 容 詞1
gangjindesh6uJuゑnr
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(ロ)好 好 几 的 東 西(ち ゃ ん として い る も の)[単 音 節 の 形 容 詞
租互oh琶orded6ngxi
の か さね 型]
(ハ)冷 冷 静 静 的 地 方(ひ っそ り とした とこ ろ)1二 音 節 の
16nglengjingj血gdedifang
形 容 詞 の か さね 型 。 二 音 節 の 場 合 は 一 音 節 ご とに か さね る]
(3)限 定語 が動 詞 ・動詞 構造 の場 合
限 定 語 が 動 詞 の 場 合 に は 単 音 節,多 音 節 を とわ ず,原 則 と して"的"
をつ け る。 と くに 目的 語 を とる動 詞 の 揚 合 は,か な らず"的"を つ け
て動 賓 構 造 との 区 別 を あ き らか に す る。 た だ し二 音 節 の 動 詞 の うち名
詞 と して も用 い られ る も のは,た とえ ば 建 築 材 料,学 習 計 画
j至きnzhむc巨 五iiゑoxu6xijihuゑ
な どの よ うに"的"を は ぶ くこ とが あ る。 この 場 合 もや は り 語 と し
て 意 識 され て い る とい え る。 その 他 述 部 が 動 詞 か らな る主 述 構 造,動
賓 構 造,動 補 構 造 な どが 限定 語 とな る場 合 に もか な らず"的"を 必要
とす る。
(例)
(イ)買 堕 書(買 っ た本)[単 音 節 の動 詞l
m益ideshU
(ロ)遊 泳 的 小 弦 北(お よい で い る こ ど も)1二 音 節 の動 詞l
yo血y6ngdexiゑohair
(ハ)他 写 的 字(か れ が書 いた 字 〉1主 述 構 造l
taxi壱dezi
(二)喝 酒 的 人(酒 を の む 人)[動 賓 構 造]
heji丘der6n
(ホ)寄 来 的 銭(お くっ て きた 銭)[動 詞+方 向補 語l
jiIゑideqian
(へ)写 好 的 文 章(書 き あ げ た文 章)[動 詞+結 果 補 語1
x主6hゑodew6nzh註n
2,状 況 語 につ く場 合
(1)状 況 語 が 副 詞 の 揚 合
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単 音 節 の 副 詞 の 場 合 は け っし て``地"(=的 〉を つ け な い 。 二 音 節 の'
副 詞 の 場 合 は"地"(=的)を つ け る こ と もあ る が つ け な い方 が ふ つ う
で あ る。
(例)
(イ)這 個 特 別(地)好(こ れ は 特 に よい)
zhとiget6bi6(de)hゑQ
(ロ・)我 非 常(地)高 異(わ た しは 非 常 に うれ しい)
w6feich食ng(de)9五 〇xing
(ハ)姫 常 常(地 〉 来(か の じ ょは し ょ っ ち ゅ う来 る)
t巨ch直ngchang(de〉1白i
(2)形 容 詞 が 状 況 語 とな る場 合
た とえ ば,快 来 啄(は や く来 い)な どの よ うに,単 音 節 の形 容 詞
kuゑiIaiva
が状 況語 とな る 場 合 に は け っして"地"(;的)を と らな い が,二 音 節
の形 容詞 が 状 況語 とな る 場 合,あ るい は 形 容 詞 自体 が さ らに状 況 語 を
と もな って い る場 合 に は か な らず"地'y(i的)を つ け て修 飾 す る 。 ま
た,形 容 詞 の か さね 型 が 状 涜語 と な る揚 合 に もか な らず"地"(=的 〉
を ともな う。
(例)
(イ)他 根 快 地 写 好 了(か れ は た ち ま ち書 きあげ て しま った 〉
掘kξnkuゑidex16h議ob
(ロ〉.我 伯 愉 快 地(二 約)工 作(わ た した ちは とて もた の し
w6meny丘kuゑideg6ngzUo
くは た らい てい る)
(ハ)他 撫 都 好 好 几 地(的=)学 習 日 文(か れ らは み ん な.
t吾mend6uh…bh且ordexu6xiriw6n
し っか りと 日本 語 の勉 強 を して い る〉[単 音 節 の 形 容 詞 の か さね 型1
(二)同 志 儒 都 高 直 興 興 些(=的).工 作(同 志 た ち
t6ngzh1m巳nd6ugaogaDxingxingde目g6ngzu6
は み な た の し くは た らい て い る)[二 音 節 の 形 容 詞 のか さ ね型]
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II.体 言 構 造 をつ くる。
"的"に は代 名 詞 ・形 容 詞 ・動詞 の あ とに つ い て体 言 構造 を つ くる は た
らき が あ る 。
(例)
(イ)我 的(わ た しの もの)
w6孟
〔ロ〉 好 的(よ い もの)
h互ode
(ハ)買 的(か った も の〉
m益ide
なお,動 詞 構 造 に つ い て,つ ぎの よ うに職 業 を あ らわ す 揚 合 もあ る。
(例)
(イ)徹 買 賞 的(商 人)
zubmゑimゑide




以上 が 中 国語 の助 詞"的"の 用 法 で あ るが,日 本 語 の接 尾 辞"的"は ど
の よ うに用 い られ て い る で あ ろ うか 。 朝 日新 調 に連 載 さ れ た 〈あ い ま い な
言葉 〉 の 中 に は,「 封 建 的 」 「進 歩 的 」 「合 理 的」 「科 学的 」な どの``的"の
つ いた こ とばが あい まい 語 と して い くつ も と りあ げ られ て い る。 これ は も
ち ろんr封 建 」 とかr進 歩 」 とか い う概念 自体 が あ い ま い で あ る こ と を意
味す る ので あ ろ う目が ・ そ れ に して も接 尾 辞 』"的"の つい た こ とば に は 意 味
の あい まい な も のが 多 く・ そ の用 法 もあ い ま い で あ る・ しか し言 語 で あ る
以上 こ こに も一 定 の 法 則 が は た らい て い る はず で あ る。 以 下,具 体 的 な 用
例 に も とづ い て分 類 を こ こ ろみ て み よ う。
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日本 語 の 接尾 辞`¢ 的"に つ いて
接 尾 辞"的"の 用 法 は つ ぎの四 種 に 分 類 で き る。(用 例 は す べ て早 稲 田
大 学 諾 学 教 育 研 究 所 編 「目本 語 教 科 書 」 中級 篇 に よ る)
L一 の 面 で,～ の上 で,～ の 点 で
(1)こ れ らは地 城 的 に は 上 野 と京 橋 阻 近 に 集 ま っ て い る(1・p.33)
(a〉 英 国 のパ ブ リ ック ス クール で は 大 き な教 育 目的 と して,第 一 番 目
に宗 教 的 ・道 徳 的 原 理 の訓 諌 と紳 士 的 性 格 の 養 育 が あ げ られ る 、目(II・
P.40〉
(3)仕 事 が ひ け れ ば さ っ さ と心 理 的 最短 コ ー ス で 下 宿 な り,う ち の じぶ
ん の 部 屋 に 引 き揚 げて し ま う。(1正 ・p,8斗)
(の この よ うな高 速道 路 が あ らゆ る場 所 に走 っ て いれ ば 理 想 的 で あ る
が,こ れ は 費 用 的 に む ず か しい。(m・p.36)
(5)日 本 の 歴 史 は この二 つ の世 界 が 経 済 的 に も政 治 的 に も 文 化 的 に も
影 響 し合 い,干 渉 し合 い,混 合 し合 い なが ら,互 い に主 導 権 を争 い,
政 権 交 代 とな って争 う世 界 で あ る.(IH・p.58)
2・ ～の 性 質 を も っ て い る
(1)交 通 機 関 の 発 達 で,衣 服 の流 行 が 速 度 を増 し,洋 服 も 「洋 服 」 で
な くな り,国 際 的,い や 世 界 的 に な った。(1・p,32)
(2〉 と くに 若 い 人 た ち の 好 み の 中 に は,国 際 的 な も の が あ る と言 わ れ
る く らい で あ る。(1・p.32)
(3)近 代 的 な 大 劇 場 と しては 日比谷 の 目生 ホ ー ル,皇 居 の お堀 ば た の
帝劇 ・ 同 じ く国 立 劇 場 な どが あ げ られ ます 。(1・p.36)
(4)て んぷ らは 外 国 人 の 口に も 合 い,今 で は東 京 の とい うよ り,日 本
の代 表 的 な食 べ 物 とな った よ うだ。(1・p,46〉
(5〉 英 国 のパ ブ リ ッ クス クール で は 大 きな教 育 目的 とし て,第 一 番 目
に宗 教 的 ・道 徳 的 原理 の訓 練 と紳 士 的 性格 の養 育 が あ げ られ る。(III・
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P,40)
〈6)か れ らは もはや 浪 花 節 的 な ワ ンマ ンで もな く,サ ラ リーマ ン型 の
三等 重 役 で も ない 。(II・p,7尋)
サ　クル
(7)デ ー ブル を ぐる りと囲 んで 円環 的 な 「仲 間 」が で き る。(IILp・78)
(8〉 は なは だ寓 話 的 で あ る。(III・p.37)
(9〉 芸 術 は 現 実 的 で 写 実 的 で,装 館 性 や 空 想 性 に反 発 す る の は ど この
国で も同 じ こ とで あ る。(III・p,62)
(10)こ れ は主 観 的 な評 価 の 問題 で,む ず か しい です ね 、(II・P・7)
3.一 にか な う,一 に合 致す る
〈1)科 学 的 な 手 段 と努 力 を積 み重 ね て い け ば,ア イ デ ア は だれ にで も
つ くれ る ので あ る。(1・p,55)
(2)し か し,だ か ら とい って,日 本 入 が 永 久 に や き も のへ の 郷 愁 を捨
て な い だ ろ う と見 るの は,希 望 的観 測 で あ る。(m・P.30)
(3)瀬 戸 で はす で に平 安時 代,灰 で つ く った うわ ぐす りを使 って 焼 い
て い た が ・藤 四郎 は長 石 を入 れ た 本 格 的 な うわ ぐす りを伝 えた とい う。
(III・P.26)
(4〉 プ ラス チ ック は実 用 的 な材 質 と して 底 知 れ ず 伸 び て い くだ ろ う。
(III・P.30〉
〈5)こ の よ うな 高 速 道 路 が あ らゆ る場 所 に 走 って い れ ば 理 想 的 で あ る
が,こ れ は費 用 的 に む ず か しい。(III・p.36)
{6)こ の 対 象 は ま こ とに 印 象 的 で あ る。(III・P.55)
4・ あ らわ そ うとす る事 物 の あ りか た,し か た を修 飾 す る副 詞 と して 用
い られ る。
(1〉 一 般 的 に こ うい う こ とは言 え ます ね[情 況1(1・P.26)
〈2)こ れ は 今 の と違 っ て 積 種i的に他 人 の た め を思 ってつ く うそで ほ ん
と うに 相 手 に 利 益 を与 え る ウ ソです 〔情 況 〕(II・p,4)
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〈3)「 お ろす 」 は 意識 的 に 下 につ くまで 注 意 を 保 って 運 ぶ こ と 鯖 況 〕
(II・P,20)
(4)水 の需 要 の大 きい 夏 に 比較 的 多 く降 るの で 水 が 利 用 し や す い な ど
の利 点 が あ る 〔程 度 〕(狂 ・p.55)
(5)そ うい う反 応 が い くつ か,し か もパ ラ レル に ど こま で も 続 い て い
くな らば,そ れ で もっ て継 続 的 に 原子 核 を解 放 す る ヒ とが で き る 〔情
況 〕(III・P.21)
(6〉 これ は言 うま で もな く,日 本 にお け る昨 今 の 交通 事 情 を塑 に 言
い表 わ してい る 〔情 況 〕(m・p,33)
〈7)追 い 越 しの とき は 曖 麹 に はい くら葛 遠 度 を 出 し て も よ い こ とに
な る 〔時 間 〕(III・p.35)
(8)都 市 交 通 も一 時 の が れ の策 で な く,も う少 し 合 目的 的 に検 討 され
るべ きで は な い だ ろ うか(情 況)(III。p・36)
以 上 は 早 稲 田大 学 の 日本 語 教 科書 にみ られ る用 例 だ け を 分類 した も の で
あ るが,他 の場 合 で も接 尾辞"的"み つ い た こ とば の用 法 は,だ い た い
この 四種 のい ず れ か に属 す る と考 え ら れ る。 とこ ろ で こ れ らの 用 法 を,中
国語 の助 詞"的"の 用 法 と対 照 して み る と,接 尾 辞"的"は あ き らか に
中 国語 の助 詞"的"の 借 用 で あ るが,し か し両 者 の 用 法 に は 大 き なち が い
が あ る こ とがわ か る。 そ こで 上の 分 類 に も とづ い て 両 者 の 関係 を 考 察 し,
中 国 人 に 教 え る瘍 合 に は ど うい う点 に 留 意 す れ ば い い か 考 え て み た い.
接尾辞"的"と 中国語の関係
接 尾辞"的"・ のついた ことぱの うち,上 記2・3に 分類されるものはい
ずれも形容動詞 として用いられている。これらは,中 国語の形容詞が限定
語 として用いられる場合,修 飾語である形容詞に構造助詞"的"が 加え




(本論1・1・(2)を 参照〉幕末の洋学者 ・柳川春三の翻訳書などには,す で
にこのような接尾辞"的"の ついたことばがみ られるが,こ れは英語の
形容詞の訳語をつくるさいに・英諾の形容詞語尾である"一tic"に 中国語
の"的"を あて,漢 語名詞のあとにつけて用いたものであろう。 目本語
は形容詞があまり豊かでなかったので,そ の不足を補 うために発達したの
が形容動詞であるが,上 記2,3に 分類される接尾辞"的"の ついたこと
ばも,い わば形容詞的表現を豊かにするために,中 国語の連体修飾語につ





のような形ですでに 日本語の中に入 っていた形容詞的修飾語を幕末 ・明治
の翻訳者たちがとりあげ,そ れらの語尾に付加されている"的 丹を方法的
に利用して造語していったものと思われる。"的"の 歴史的考察に開 して
は別に論 じたいと思うが,中 国語では口語にしか用い られないこと,そ れ
も元代以後に用いられるようになったのであって,宋 の諾録には"底"を
.用いていることなどから,以 上のように推測し得る。 ところで中国人にこ
の2・3に 分類される"的"の 用法を教える揚合,ど のような点に注意し
たらいいだろうか。漢語の名詞に接尾辞"的"が つ く揚合,そ のことば
が形容詞的性格を付与される点は理解 しやすいが,中 国語では名詞が限定
語として用いられる場合にも通常構造助詞"的"を ともな う。 したがって
たとえば 「近代的大劇場」 といった場合,中 国語では 「近代の 〔～におけ
る,に つ くられた)大劇場」とい う意味になって,「近代性を備えた大劇場」
とい う意味 とちがってしまう。 また,3の 用法は2か ら派生 した ものと思
われるが,そ の場合でもたとえば 「教育的手段」 といえば,中 国語では
「教育の手段」 とい う意味にな り,「教育性をもった手段」あるいは 「教育
にかなっている手段」という意昧にはならない。 したがって両者のちがい
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を よ く説 明 して お か ない と,あ や ま って 理解 す る 危 険性 が あ る。
つ ぎ に4に 分 類 され る副 詞 的 用 法 もあ き らか に 中 国 語 か らの 借 用 ・ あ る
い は 中 国語 の状 況 語 に付 属 す る"地"(=的)を 利 用 した 造 語 で あ る と考
え られ る。 中 国語 で は副 詞 が 状 況 語 とな る場 合 に は 通 常"地"(=的)を
と もな わ な い が,形 容詞 が状 況 語 と して 用 い られ る場 合 に は か な らず 構 造
助 詞"地"(;的)を と もな う。(本 論,1・2参 照)日 本 語 に 借 用 され た 場
合 も,本 来 中 国 語 の 副 詞 で あ る もの は,た とえば 「特 に 」「急1和 「非 常 に 」
「突 然」「俄 然Jな どの よ うに"的"を と も なわ ない が,本 来 中国 語 の形 容
詞 で あ る もの が 副 詞 的修 飾語 とし て用 い られ てい る場 合 は,た とえば 「積
極 的 にJ「 消 極 的 に」 な どの よ うに"的"を ともな う とい う対 応 がみ られ
る。 た だ し,さ き に 分類 した 日本 語 の 接 尾 辞"的"の 用 法 斗の例 で も あ き
らか な よ うに,中 国語 をそ の ま ま 借 用 した こ とば は ご く少 な い。 日本 語 の
"的"を とも な う副詞 の 多 くは 日本 で の 造 語 で あ り,上 記2・3に 分 類 さ
れ る形 容 詞 的 修 餓 語 か ら副詞 に 転 用 した もの で あ ろ う。 中国 人 に,上 記4
に分 類 され る用 法 を教 え る場 合 に は,中 国 語 では 副 詞 的 修 飾 語 もや は り構
造 助 詞``地"(=的)を と もな うの で,文 法 的把 握 は 比 較 的 容 易で あ る。 した
が って"的"を ともな う語 の意 味 を正 し く理 解 させ る こ と に指 導 の 重 点 を
お けば よい 。
最 後 に 日本 語 り接 尾 辞"的"の 用 法 の うち1に 分類 され る も の に つ い て
は,中 国 語 の"的"に 体 言 構 造 を つ くる は た らき が あ る の で そ の影 響 を受
け て この よ.うな表 現 が な され る よ うに な った の で は な い だ ろ うか。 中 国語
の"的"に は,代 名詞 ・形 容 詞 ・動 詞 の あ とに つ い て体 言 構 造 を つ くる は
た ら きが あ る。(本 論II参 照)し か し普 通 名 詞 につ い て,「 厚 の面 」,「～ の 上
で」「一 の点 で 」とい う意 味 をつ げ 加 え る用 法 は み られ な い 。 た とえ ば1の
用 例(2)「 宗 教 的 ・道 徳 的 原 理 」 は 中国 語 で は 「宗 教上 ・道 徳 上 的原 理 」
とな って 「～上 」 を とも な うし,ま た 用 例(斗)の 「費 用 的 に むず か しい 」
は 「費 用(的)方 面 有 困難 」 と 「～ 方面 」 を と もな う。 した が って1の 用 法
は,た と えば 「経 済 的 に は苦 しい が精 神 的 に は た の しい」 な ど,用 法 の は
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っきりしている例をいくつもあたえて練習させる必要がある。
以上 日本語教育にたず さわるものの立場から日本語の接尾辞"的"と
中国語の関係に初歩的な考察を加えたが今後も歴史的に形成された日中両
国語の特殊な関係を考察し,中 国人に日本語を正しく,か つ能率的に教え
る方法を模索していきたい。そしてそれは とりもなおさず,私 自身の目本
語 をたしかなものにしていくことにつながると、悪う。
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